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高付加価値領域を機能で開拓する
　
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
樹
脂
（
Ｐ
Ｃ
）
は
透
明
性
、
耐
衝
撃
性
、
耐
熱
性
な
ど
へ
の
評
価
か
ら
世
界
で

応
用
分
野
を
広
げ
て
い
る
。
足
元
の
市
場
環
境
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
停
滞
し
た
需
要
は
中
国

を
中
心
に
回
復
し
て
き
て
い
る
が
、
中
国
で
の
新
増
設
な
ど
に
よ
っ
て
需
給
が
緩
み
、
原
料
価
格
も
乱

高
下
し
て
収
益
面
で
は
厳
し
い
状
況
。
一
方
、
高
品
位
領
域
は
モ
バ
イ
ル
関
連
の
５
Ｇ
対
応
や
自
動
車

の
電
装
化
、
軽
量
化
な
ど
、
新
し
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
て
き
た
。
こ
う
し
た
領
域
を
技
術
力

で
広
げ
、
さ
ら
な
る
事
業
基
盤
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
　

日本のＰＣメーカーの生産能力
（単位 ：年産㌧）

会社名 場所 生産能力

出光興産 台　湾 200,000
ＦＣＦＣが
製造

住化ポリカー
ボネート

愛　媛 80,000

帝人 松　山 125,000

中　国 150,000 100％子会社

三菱エンジニアリング
プラスチックス

鹿　島 120,000
製造は三菱
ガス化学

黒　崎 80,000
製造は三菱
ケミカル、
溶融法

韓　国 120,000

三養社など
との合弁。
三菱エンプ
ラが三菱側
出資分の50
％を販売

タ　イ 170,000
三菱エンプ
ラ60％出資

中　国

60,000

80,000

三菱ケミカ
ルが北京近
郊に、溶融
法
三菱ガス化
学 が 上 海
に、界面法

※表中に溶融法と記載していないものはすべ
　て界面法

付
加
価
値
化 

日
本
・
中
国
・
タ
イ
を
軸
に

世
界
で
顧
客
・
用
途
拡
大

営業組織再編

車
両
分
野
に
力 

５
Ｇ
対
応
も
開
発
加
速

体
制
強
化
し
国
際
展
開

付加価値品

波
長
選
択
や

抗

菌

な

ど 

ニ
ッ
チ
領
域
に
狙
い

差
別
化
品
の
戦
列
拡
充

質向上を追求

「
パ
ン
ラ
イ
ト
」

帝

人

「
タ
フ
ロ
ン
」

出

光

興

産

「
Ｓ
Ｄ
ポ
リ
カ
」

住
化
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト

「
ユ
ー
ピ
ロ
ン
」「
ノ
バ
レ
ッ
ク
ス
」

「
ザ
ン
タ
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　

三
菱
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
　
　
　

　
帝
人
は
、
コ
ン
パ
ウ
ン
ド

と
製
品
開
発
、
技
術
サ
ー
ビ

ス
の
拠
点
を
置
く
日
本
、
中

国
、
タ
イ
を
軸
に
日
系
の
ほ

か
欧
米
系
、
中
国
ロ
ー
カ
ル

系
な
ど
の
顧
客
と
関
係
を
強

化
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
独

自
性
の
あ
る
Ｐ
Ｃ
系
の
コ
ン

パ
ウ
ン
ド
、
共
重
合
品
、
加

工
品
を
継
続
的
に
開
発
、
投

入
し
、
事
業
収
益
の
拡
大
に

つ
な
げ
る
。

　
20
年
度
か
ら
の
中
期
計
画

は
高
付
加
価
値
製
品
に
よ
る

新
規
市
場
開
拓
と
、
既
存
製

品
群
に
よ
る
市
場
の
幅
出
し

を
両
輪
と
し
、
次
の
飛
躍
へ

の
足
固
め
を
行
う
期
間
。
グ

ル
ー
プ
内
の
素
材
や
周
辺
技

術
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
駆
使
し
た
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
提
案
に
よ
り
、
国

内
外
で
顧
客
層
と
応
用
分
野

を
広
げ
て
い
く
。

　
ま
た
、
樹
脂
事
業
本
部
は

新
規
市
場
開
発
や
地
域
戦
略

に
基
づ
く
顧
客
基
盤
構
築
、

Ｐ
Ｃ
以
外
の
拡
大
に
よ
る
収

益
源
多
様
化
に
向
け
、
従
来

ま
で
日
本
で
海
外
現
地
法
人

を
統
括
し
て
い
た
営
業
組
織

を
見
直
し
、
昨
年
５
月
に
新

設
し
た
中
国
、
台
湾
・
米

国
、
ア
セ
ア
ン
・
欧
州
、
日

本
を
冠
と
す
る
四
つ
の
統
括

営
業
部
で
拡
販
に
取
り
組
む

体
制
と
し
た
。
日
系
顧
客
を

用
途
別
に
包
括
す
る
組
織
は

日
本
統
括
営
業
部
へ
統
廃
合

し
、
中
国
で
は
市
場
に
合
っ

た
対
応
に
よ
り
中
国
系
顧
客

の
開
拓
に
注
力
す
る
。
ま

た
、
統
括
営
業
部
の
横
串
と

な
る
開
発
専
任
部
隊
の
開
発

営
業
部
も
新
設
し
、
顧
客
ニ

ー
ズ
に
沿
っ
た
地
域
横
断
的

な
市
場
開
発
な
ど
を
推
進
し

て
各
営
業
部
の
連
携
を
支
援

す
る
。
シ
ー
ズ
寄
り
の
新
技

術
は
開
発
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

部
が
担
う
。

　
Ｐ
Ｃ
の
重
合
能
力
は
松
山

工
場
が
年
産
12
万
５
千
㌧
、

中
国
・
浙
江
省
の
Ｔ
Ｐ
Ｃ
社

が
15
万
㌧
で
、
い
ず
れ
も
界

面
法
。
松
山
で
は
触
媒
法
、

溶
融
法
な
ど
多
様
な
設
備
に

よ
り
差
別
化
品
も
生
産
す

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
停

滞
し
て
い
た
需
要
も
復
調

し
、
現
在
は
ほ
ぼ
フ
ル
稼

働
。
高
機
能
コ
ン
パ
ウ
ン
ド

な
ど
ハ
イ
エ
ン
ド
品
の
拡
大

を
強
化
し
て
き
た
こ
と
で
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
品
と
コ
ン
パ
ウ

ン
ド
品
の
比
率
（
数
量
ベ
ー

ス
）
は
４
対
６
と
な
り
、
ナ

チ
ュ
ラ
ル
品
も
高
付
加
価
値

化
に
注
力
し
て
い
る
。

　
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
は
三
原
事

業
所
（
広
島
県
）
と
中
国
・

上
海
の
Ｔ
Ｃ
Ｓ
社
（
10
万
２

千
㌧
）
に
続
き
、
タ
イ
子
会

社
の
テ
イ
ジ
ン
・
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

で
も
２
系
列
合
計
１
万
㌧
を

19
年
９
月
か
ら
稼
働
さ
せ

た
。
外
注
先
も
中
国
（
華

南
）
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
西
欧
に
置

き
、
外
注
先
を
含
め
て
高
付

加
価
値
品
に
軸
足
を
移
し
て

い
く
。
タ
イ
で
は
開
発
技
術

セ
ン
タ
ー
も
新
設
し
、
開
発

・
技
術
サ
ー
ビ
ス
拠
点
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
テ
ク
ニ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
（
千
葉
県
）
、
Ｔ
Ｃ

Ｓ
の
開
発
セ
ン
タ
ー
を
含
め

３
拠
点
体
制
と
し
た
。

　
タ
イ
の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
設

備
は
多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
対

応
と
し
、
将
来
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ
な

ど
の
生
産
も
念
頭
に
耐
熱
仕

様
の
押
出
機
を
導
入
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
保
有
す
る
炭
素

繊
維
、
ア
ラ
ミ
ド
繊
維
も
活

加
価
値
製
品
や
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
供
し
、
世
界
の
Ｐ

Ｃ
市
場
で
存
在
感
を
高
め
て

い
く
。

　
同
社
は
両
株
主
会
社
か
ら

レ
ジ
ン
を
引
き
取
り
、
コ
ン

パ
ウ
ン
ド
な
ど
を
施
し
て
販

売
す
る
が
、
海
外
の
Ｐ
Ｃ
重

合
拠
点
へ
は
資
本
も
出
資
す

る
。
重
合
能
力
は
三
菱
ケ
ミ

カ
ル
・
黒
崎
が
年
産
８
万

㌧
、
三
菱
ガ
ス
化
学
・
鹿
島

が
12
万
㌧
で
、
海
外
は
韓
国

（
三
養
化
成
）
が
12
万
㌧
、

タ
イ
（
Ｔ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
が
17
万

㌧
、
中
国
の
北
京
（
三
菱
ケ

ミ
カ
ル
、
Ｍ
Ｅ
Ｐ
、
シ
ノ
ペ

ッ
ク
の
合
弁
）
が
６
万
㌧
、

上
海
（
三
菱
ガ
ス
化
学
と
Ｍ

Ｅ
Ｐ
の
出
資
）
が
８
万
㌧
。

黒
崎
と
北
京
は
溶
融
法
で
、

他
の
設
備
は
界
面
法
を
採
用

ラ
ン
ド
名
も
「
Ｓ
Ｄ
ポ
リ

カ
」
に
統
一
し
て
い
る
。
Ｐ

Ｃ
市
場
は
中
国
ロ
ー
カ
ル
企

事
業
拡
大
を
継
続
す
る
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
は
従
来
、
光
学

用
を
中
心
に
生
産
し
て
い
た

が
、
現
在
は
コ
ン
パ
ウ
ン
ド

用
を
含
む
一
般
用
途
に
軸
足

を
移
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
一
時
的
に
低
稼
働
を
強
い

ら
れ
た
が
、
５
～
６
月
を
ボ

ト
ム
と
し
て
需
要
は
回
復
基

調
。
下
期
は
フ
ル
稼
働
を
見

込
む
。

　
当
面
は
既
存
設
備
を
最
大

限
に
活
用
し
て
付
加
価
値
化

を
追
求
し
、
一
層
の
収
益
向

上
を
目
指
し
て
い
く
。
出
光

興
産
は
シ
ン
ジ
オ
タ
ク
チ
ッ

ク
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
（
Ｓ
Ｐ

争
は
激
化
し
て
い
る
が
、
特

許
（
配
合
処
方
）
な
ど
を
生

か
し
、
さ
ら
な
る
シ
ェ
ア
拡

大
に
つ
な
げ
る
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｄ
導
光
板
向
け
は
モ

バ
イ
ル
用
か
ら
車
載
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
用
に
軸
足
を
移
し
て

い
る
。
も
と
も
と
車
載
用
は

透
明
性
、
耐
候
性
、
耐
久

性
、
賦
形
性
が
評
価
さ
れ
て

従
来
か
ら
得
意
と
し
、
搭
載

車
種
も
増
加
す
る
方
向
。
車

載
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
大
型
化

や
自
動
運
転
化
な
ど
も
追
い

風
と
し
て
捉
え
て
い
く
。

　
シ
ロ
キ
サ
ン
共
重
合
品
は

低
温
下
の
耐
衝
撃
性
や
耐
候

性
、
難
燃
性
に
優
れ
、
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
も
少
な
く
差
別
化

し
や
す
い
。
モ
バ
イ
ル
の
筐

体
向
け
を
中
心
に
展
開
し
て

き
た
が
、
近
年
は
４
Ｇ
か
ら

５
Ｇ
へ
の
移
行
で
設
置
が
増

え
る
携
帯
基
地
局
の
筐
体
向

け
と
し
て
世
界
で
需
要
を
広

げ
て
い
る
。
５
Ｇ
対
応
で
は

４
Ｇ
よ
り
も
多
く
の
基
地
局

が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
後

た
Ｐ
Ｐ
と
の
ア
ロ
イ
も
低
比

重
や
耐
薬
品
性
へ
の
評
価
か

ら
医
療
や
サ
ニ
タ
リ
ー
関
連

な
ど
で
採
用
を
伸
ば
し
た
。

　
シ
ー
ト
、
フ
ィ
ル
ム
と
い

っ
た
加
工
品
に
も
注
力
し
、

光
学
フ
ィ
ル
ム
で
は
等
方
、

異
方
の
両
フ
ィ
ル
ム
を
揃

え
、
幅
広
い
用
途
に
展
開

中
。
従
来
か
ら
注
力
す
る
車

両
の
窓
用
途
で
は
、
ハ
ー
ド

コ
ー
ト
し
た
窓
を
低
コ
ス
ト

に
製
造
で
き
る
基
盤
技
術
を

開
発
し
て
お
り
、
量
産
に
向

け
た
技
術
や
体
制
の
検
討
を

進
め
な
が
ら
、
軽
量
化
や
設

計
自
由
度
を
生
か
し
た
市
場

開
拓
に
取
り
組
む
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
も
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
も
と
に
強
化

し
、
回
収
し
た
Ｐ
Ｃ
を
用
い

て
安
定
し
た
品
質
の
コ
ン
パ

ウ
ン
ド
に
仕
上
げ
、
循
環
型

経
済
の
実
現
に
貢
献
す
る
。

車
な
ど
へ
も
採
用
を
広
げ

た
。
現
在
は
世
界
で
７
割
前

後
の
シ
ェ
ア
を
有
す
る
。
競

　
三
菱
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
（
Ｍ
Ｅ

Ｐ
）
は
、
両
株
主
会
社
（
三

菱
ガ
ス
化
学
、
三
菱
ケ
ミ
カ

ル
）
と
密
接
に
連
携
し
な
が

ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
技
術
力
を
駆
使
し
て

顧
客
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
高
付

　
出
光
興
産
は
、
Ｐ
Ｃ
事
業

で
技
術
ラ
イ
セ
ン
ス
先
の
台

湾
化
学
繊
維
（
Ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
）

に
ポ
リ
マ
ー
の
生
産
を
集
約

し
た
。
Ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
の
台
湾
・

麦
寮
に
お
け
る
大
型
設
備
で

原
料
か
ら
一
貫
生
産
し
、
高

稼
働
を
持
続
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
競
争
力
を
発
揮
し
な
が

ら
、
出
光
興
産
が
蓄
積
し
た

技
術
力
を
駆
使
し
て
付
加
価

値
品
の
比
率
を
高
め
、
事
業

収
益
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
は
、
主
原
料
Ｂ

Ｐ
Ａ
を
隣
接
す
る
南
亜
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ス
の
設
備
（
出
光

興
産
技
術
）
か
ら
調
達
し
、

界
面
法
で
Ｐ
Ｃ
を
生
産
す

る
。
生
産
能
力
は
年
産
20
万

㌧
。
出
光
興
産
は
自
社
生
産

を
停
止
し
た
が
、
Ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｃ

と
の
折
半
出
資
会
社
（
台
化

出
光
石
油
化
学
＝
Ｆ
Ｉ
Ｐ

Ｃ
）
を
通
じ
て
販
売
、
開

発
、
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
強
化

し
、
品
質
管
理
も
徹
底
し
て

し
て
い
る
。
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

ラ
イ
ト
（
ド
イ
ツ
）
を
含
む

ト
ー
タ
ル
供
給
能
力
は
約
59

万
㌧
（
三
養
化
成
は
生
産
能

力
の
50
％
）。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
市
場
の
混
乱
で
一
時
的

に
低
稼
働
を
強
い
ら
れ
た

が
、
現
在
は
需
要
の
回
復
を

背
景
と
し
て
中
国
を
中
心
に

高
稼
働
状
態
。

　
Ｐ
Ｃ
の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
は

鹿
島
と
上
海
、
タ
イ
に
自
社

の
拠
点
を
有
し
、
主
要
市
場

に
は
外
注
加
工
拠
点
も
置

く
。
需
要
動
向
な
ど
に
沿
っ

て
設
備
更
新
な
ど
と
並
行
し

た
能
力
増
強
を
適
時
実
施

し
、
外
注
先
を
含
む
生
産
・

供
給
の
最
適
化
に
よ
り
全
体

の
稼
働
率
を
高
め
な
が
ら
、

蓄
積
し
た
知
見
や
コ
ン
パ
ウ

ン
ド
技
術
な
ど
を
駆
使
し
た

付
加
価
値
向
上
で
競
合
品
と

差
別
化
し
て
い
く
。

　
顧
客
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
海
外
販

売
拠
点
は
中
国
（
香
港
、
上

海
、
広
州
、
北
京
、
成
都
、

武
漢
、
青
島
）、
台
湾
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
イ
ン

ド
（
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、
チ
ェ

ナ
イ
）、
米
国
（
デ
ト
ロ
イ

ト
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
）、
ド

イ
ツ
（
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
）
に
置
き
、
中
南
米
も
米

国
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
技

術
サ
ー
ビ
ス
（
Ｔ
Ｓ
）
拠
点

は
平
塚
、
タ
イ
、
中
国
（
上

海
、
広
州
）、
オ
ラ
ン
ダ
、

米
国
（
デ
ト
ロ
イ
ト
）
に
置

く
。
タ
イ
と
上
海
は
重
合
か

ら
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
、
販
売
、

Ｔ
Ｓ
ま
で
の
一
貫
体
制
と
し

て
い
る
。

　
中
国
を
含
む
ア
ジ
ア
企
業

の
新
増
設
な
ど
で
競
争
激
化

す
る
な
か
、
同
社
は
整
備
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
蓄
積
し

た
技
術
力
を
背
景
に
顧
客
の

要
望
へ
迅
速
に
対
応
し
な
が

ら
高
付
加
価
値
な
Ｐ
Ｃ
を
提

供
し
、
よ
り
ハ
イ
エ
ン
ド
な

市
場
を
開
拓
、
拡
大
し
て
い

く
。
顧
客
層
を
広
げ
る
べ
く

車
両
用
を
中
心
に
欧
米
系
や

中
国
ロ
ー
カ
ル
系
顧
客
へ
の

は
耐
熱
性
、
透
明
性
が
高

く
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
機
能

を
付
与
す
る
こ
と
で
優
位
性

を
発
揮
し
て
い
く
。

　
生
産
拠
点
と
す
る
愛
媛
工

場
に
は
年
産
８
万
㌧
の
重
合

設
備
に
加
え
、
コ
ン
パ
ウ
ン

ド
設
備
も
保
有
す
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
需
要
停
滞
で
重
合

設
備
の
稼
働
は
低
下
し
た

が
、
足
元
は
需
要
の
回
復
に

加
え
て
今
春
に
控
え
る
定
修

へ
の
対
応
も
あ
り
、
高
稼
働

を
維
持
し
て
い
る
。
コ
ン
パ

ウ
ン
ド
は
、
新
グ
レ
ー
ド
を

含
む
小
ロ
ッ
ト
生
産
や
顧
客

へ
の
迅
速
供
給
な
ど
を
考
慮

し
て
国
内
外
に
委
託
先
も
確

保
し
て
い
る
。
海
外
で
は
中

国
（
大
連
、
上
海
、
深
圳
）、

ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
に

拠
点
を
置
き
、
需
要
に
応
え

て
い
る
。

　
住
友
化
学
グ
ル
ー
プ
と
の

連
携
も
グ
ル
ー
プ
内
の
製
品

を
活
用
し
た
製
品
開
発
や
相

互
の
新
商
品
紹
介
を
は
じ
め

と
し
て
、
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
。
特
に
住
友
化
学
が

保
有
す
る
豊
富
な
樹
脂
添
加

剤
な
ど
は
製
品
の
付
加
価
値

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
。

　
高
付
加
価
値
品
で
期
待
す

る
製
品
の
一
つ
は
セ
ン
サ
ー

用
の
波
長
選
択
性
Ｐ
Ｃ
。
フ

ィ
ラ
ー
の
選
択
や
コ
ン
パ
ウ

ン
ド
技
術
に
よ
り
可
視
光
域

（
３
８
０
～
７
８
０
㌨
㍍
）

の
ほ
か
紫
外
線
、
赤
外
線
領

域
を
含
む
全
波
長
領
域
を
制

御
し
、
必
要
な
特
定
波
長
だ

け
（
例
え
ば
可
視
光
を
通
さ

ず
に
赤
外
線
の
み
）
を
透
過

さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
。
耐
候
、
難
燃
タ
イ
プ
な

ど
も
揃
え
、
ブ
ラ
ッ
ク
系
を

含
む
各
種
カ
ラ
ー
に
も
対
応

す
る
。
リ
モ
コ
ン
や
セ
ン
サ

ー
の
受
発
光
部
向
け
な
ど
で

市
場
を
広
げ
て
お
り
、
Ａ
Ｄ

Ａ
Ｓ
関
連
な
ど
の
車
載
用
途

に
対
し
て
も
製
品
開
発
と
顧

客
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化

し
て
い
く
。

　
光
学
分
野
も
注
力
す
る
。

高
い
光
学
特
性
を
保
持
し
な

が
ら
高
温
成
形
を
可
能
に
し

た
薄
肉
向
け
の
Ｔ
Ｒ
シ
リ
ー

ズ
は
、
モ
バ
イ
ル
や
車
載
モ

ニ
タ
ー
の
導
光
板
、
前
面
版

や
外
装
の
保
護
シ
ー
ト
向
け

な
ど
で
採
用
を
伸
ば
し
た
。

厚
肉
に
適
し
た
Ｔ
Ｘ
シ
リ
ー

ズ
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
レ
ン
ズ

向
け
な
ど
に
加
え
、
自
動
車

の
Ｄ
Ｒ
Ｌ
向
け
で
も
採
用
さ

れ
始
め
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ａ
（
抗
菌
製
品
技

術
協
議
会
）
の
規
格
に
適
合

し
た
抗
菌
グ
レ
ー
ド
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
抗
菌
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
な
か
で
問
い
合
わ
せ
が

増
え
、
各
種
筐
体
や
ボ
タ
ン

・
ス
イ
ッ
チ
類
、
電
車
の
吊

り
輪
向
け
な
ど
、
多
く
の
人

が
手
を
触
れ
る
用
途
を
中
心

に
採
用
を
伸
ば
し
て
い
る
。

既
に
抗
菌
の
透
明
タ
イ
プ
を

揃
え
る
が
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

て
抗
菌
に
機
能
を
付
与
し
た

タ
イ
プ
の
開
発
も
進
め
て
お

り
、
さ
ら
な
る
市
場
拡
大
に

つ
な
げ
る
。

　
ま
た
、
医
療
器
具
や
食
品

容
器
向
け
に
つ
い
て
も
必
要

な
デ
ー
タ
を
測
定
・
提
示
す

る
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
改
良
も
進
め
て
い
く
こ

と
で
、
市
場
の
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
環
境
に
優
し
い
難
燃
Ｐ
Ｃ

と
し
て
独
自
開
発
し
た
Ｖ
―

０
対
応
の
シ
リ
コ
ー
ン
系
難

燃
グ
レ
ー
ド
（
エ
コ
ポ
リ

カ
）
は
、
添
加
剤
や
加
工
条

件
な
ど
を
見
直
し
て
良
外
観

を
実
現
し
た
こ
と
で
、
Ｏ
Ａ

機
器
や
家
電
製
品
の
ほ
か
、

防
犯
カ
メ
ラ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
向
け

な
ど
へ
市
場
を
広
げ
て
き
て

い
る
。
地
球
環
境
問
題
へ
の

関
心
が
世
界
市
場
で
高
ま
る

な
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
も

物
性
低
下
が
な
く
、
無
塗
装

化
に
も
対
応
で
き
て
顧
客
の

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
に
も

寄
与
す
る
こ
と
な
ど
を
ア
ピ

ー
ル
し
、
さ
ら
に
市
場
を
広

げ
て
い
く
。

　
今
後
も
引
き
続
き
ニ
ッ
チ

な
高
付
加
価
値
品
を
重
点
に

展
開
し
て
、
市
場
で
の
存
在

感
を
高
め
て
い
く
方
針
。

も
需
要
増
が
見
込
ま
れ
る
。

さ
ら
に
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
レ
ー
ダ
ー

の
筐
体
向
け
な
ど
も
有
望
視

し
て
お
り
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
と
の
ア

ロ
イ
化
に
よ
る
意
匠
性
向
上

や
塗
装
レ
ス
化
が
可
能
な
こ

と
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
採

用
促
進
に
つ
な
げ
る
。

　
こ
の
ほ
か
難
燃
化
な
ど
を

考
慮
し
て
ポ
リ
マ
ー
設
計
し

た
分
岐
タ
イ
プ
も
、
難
燃
コ

ン
パ
ウ
ン
ド
の
ベ
ー
ス
樹
脂

な
ど
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
向

け
な
ど
に
採
用
さ
れ
て
い

る
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
付
加

価
値
品
は
現
在
、
全
体
の
２

割
程
度
。
さ
ら
に
耐
久
性
や

成
形
性
な
ど
を
高
め
た
新
た

な
開
発
品
も
戦
列
に
加
え
な

が
ら
、
そ
の
比
率
を
高
め
て

い
く
考
え
だ
。

　
一
方
、
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
で

は
特
殊
な
ガ
ラ
ス
繊
維
（
Ｇ

Ｆ
）
を
用
い
た
透
明
な
Ｇ
Ｆ

強
化
品
に
も
期
待
を
寄
せ

る
。
サ
ン
プ
ル
供
給
を
強
化

し
て
高
剛
性
や
金
属
に
近
い

線
膨
張
係
数
な
ど
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
窓
や
電
子
機
器
の
カ

バ
ー
、
筐
体
な
ど
で
ガ
ラ
ス

代
替
を
目
指
し
て
い
く
。

　
主
力
用
途
の
自
動
車
を
中

心
と
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野

に
対
し
て
は
、
自
動
車
産
業

の
変
革
な
ど
へ
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
の
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
る
。
光
学
用
で
は
Ｄ
Ｒ
Ｌ

や
車
載
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
拡

大
を
加
速
し
、
シ
ロ
キ
サ
ン

共
重
合
品
で
は
意
匠
性
や
耐

衝
撃
性
を
生
か
し
た
内
装
用

途
や
Ｅ
Ｖ
化
に
伴
う
充
電
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
関
連
用
途
の
拡

大
に
も
取
り
組
む
。
国
内
外

で
顧
客
と
の
関
係
を
強
化

し
、
中
長
期
的
な
顧
客
の
生

産
計
画
に
沿
っ
た
製
品
を
開

発
、
提
案
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
も

透
明
性
、
耐
熱
性
、
難
燃

性
、
耐
久
性
な
ど
を
付
与
し

た
製
品
を
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
提
案
し
、
高
出
力
照

明
向
け
を
中
心
に
拡
大
を
目

指
す
。

Ｓ
）
を
含
む
拡
販
拠
点
と
し

て
中
国
・
広
州
市
に
全
額
出

資
の
出
光
複
合
工
程
塑
料
を

置
き
、
こ
こ
に
２
万
５
千
㌧

の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
設
備
を
持

つ
。
Ｐ
Ｃ
は
日
本
と
台
湾
に

も
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
委
託
先

を
確
保
し
て
い
る
。

　
特
に
注
力
す
る
の
は
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
で
差
別
化
で
き
る

機
能
を
付
与
し
た
付
加
価
値

品
。
光
学
用
と
シ
ロ
キ
サ
ン

共
重
合
の
両
タ
イ
プ
を
柱
と

す
る
。

　
光
学
用
は
自
動
車
ヘ
ッ
ド

ラ
ン
プ
の
Ｄ
Ｒ
Ｌ
（
昼
間
点

灯
ラ
ン
プ
）
向
け
と
、
Ｌ
Ｃ

Ｄ
導
光
板
向
け
を
中
心
に
展

開
す
る
。
Ｄ
Ｒ
Ｌ
向
け
は
欧

州
車
で
先
行
採
用
さ
れ
、
意

匠
性
へ
の
評
価
も
あ
っ
て
日

本
車
、
米
国
車
や
中
国
で
生

産
さ
れ
る
日
米
欧
系
の
自
動

業
の
新
増
設
な
ど
で
汎
用
品

を
中
心
に
競
争
激
化
す
る
方

向
だ
が
、
同
社
は
既
存
設
備

を
最
大
限
に
活
用
し
、
付
加

価
値
化
を
志
向
す
る
日
系
顧

客
向
け
を
重
点
に
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
製
品
を
開
発
、
提
供

し
存
在
感
を
高
め
て
い
く
。

も
と
も
と
同
社
の
ポ
リ
マ
ー

用
し
て
高
付
加
価
値
品
の
拡

大
に
注
力
す
る
。
タ
イ
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
イ
ン
ド
の
販
社
を
活
用
し

て
地
産
地
消
の
需
要
に
応

え
、
四
つ
の
統
括
営
業
部
と

緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
顧
客

層
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
中
国
の
Ｔ
Ｃ
Ｓ
も
多
品
種

・
小
ロ
ッ
ト
対
応
へ
シ
フ
ト

し
、
上
海
、
深
圳
、
広
州
の

販
売
拠
点
や
開
発
セ
ン
タ
ー

を
有
効
活
用
し
て
ミ
ド
ル
～

ハ
イ
エ
ン
ド
領
域
の
拡
大
を

強
化
す
る
。
日
系
や
欧
米
系

に
加
え
、
付
加
価
値
化
を
志

向
す
る
中
国
系
顧
客
向
け
へ

も
採
用
を
広
げ
て
い
く
。
情

報
通
信
機
器
や
Ｉ
Ｔ
家
電
向

け
に
加
え
、
車
両
向
け
も
Ｅ

Ｖ
化
に
沿
っ
た
難
燃
グ
レ
ー

ド
や
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
グ
レ
ー

ド
な
ど
を
投
入
し
、
拡
販
に

つ
な
げ
る
。

　
欧
州
は
オ
ラ
ン
ダ
の
販
社

で
ス
ペ
ッ
ク
イ
ン
活
動
を
強

化
す
る
。
北
米
は
グ
ル
ー
プ

企
業
で
自
動
車
向
け
複
合
材

料
部
品
メ
ー
カ
ー
の
Ｃ
Ｓ
Ｐ

が
本
拠
地
を
置
く
デ
ト
ロ
イ

ト
に
販
社
を
移
し
相
乗
効
果

を
引
き
出
す
。
北
米
へ
の
コ

ン
パ
ウ
ン
ド
は
中
国
品
を
タ

イ
、
日
本
品
に
分
散
す
る
。

　
三
原
は
国
内
へ
の
供
給
に

加
え
、
共
重
合
や
ア
ロ
イ

化
、
難
燃
化
な
ど
の
技
術
を

駆
使
し
た
特
殊
品
の
開
発
と

世
界
展
開
を
担
う
。
５
Ｇ
対

応
の
低
誘
電
コ
ン
パ
ウ
ン
ド

は
長
期
信
頼
性
も
ア
ピ
ー
ル

し
、
ス
マ
ホ
の
ア
ン
テ
ナ
周

り
や
携
帯
基
地
局
の
筐
体
向

け
な
ど
を
拡
大
す
る
。
波
長

を
制
御
し
た
Ｐ
Ｃ
で
は
車
載

を
含
む
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

向
け
に
展
開
中
だ
。
高
屈
折

率
Ｐ
Ｃ
は
レ
ン
ズ
用
と
し
て

ス
マ
ホ
の
ほ
か
車
載
向
け
も

拡
大
し
て
き
た
。
車
載
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
向
け
も
注
力
し
、

顧
客
の
デ
ザ
イ
ン
性
向
上
な

ど
に
応
え
た
開
発
を
強
化
す

る
。
相
溶
化
技
術
を
生
か
し

ス
ペ
ッ
ク
イ
ン
活
動
も
強
化

し
て
い
く
。

　
特
に
注
力
す
る
の
は
光
学

用
途
や
車
両
用
途
で
、
光
学

用
途
も
車
両
分
野
の
拡
大
に

力
を
入
れ
て
い
く
。
車
両
分

野
で
は
ラ
イ
ト
ガ
イ
ド
向
け

が
採
用
を
広
げ
、
大
型
化
が

見
込
ま
れ
る
車
載
モ
ニ
タ
ー

の
導
光
板
や
前
面
板
向
け
も

軽
量
化
や
デ
ザ
イ
ン
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
Ｐ
Ｃ
の
採
用
を

促
進
す
る
。
導
光
板
や
ラ
イ

ト
ガ
イ
ド
へ
は
光
透
過
性
を

高
め
た
Ｈ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
を
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
や
前
面
板
へ

は
透
明
性
が
高
く
耐
擦
傷
性

も
高
め
た
（
鉛
筆
硬
度
３
Ｈ

も
可
能
）
高
硬
度
グ
レ
ー
ド

を
提
案
し
て
い
く
。

　
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
の
セ
ン
サ
ー
、

カ
メ
ラ
な
ど
の
筐
体
周
辺
も

要
求
さ
れ
る
波
長
を
透
過

し
、
耐
衝
撃
性
も
向
上
し
た

ア
ロ
イ
な
ど
を
提
案
し
て
拡

大
す
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
周
り

も
難
燃
化
の
動
向
な
ど
を
見

な
が
ら
開
発
を
推
進
す
る
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
は
５
Ｇ
対
応
と
し
て
筐
体

向
け
で
ア
ン
テ
ナ
周
り
の
比

率
が
拡
大
す
る
な
か
、
ア
ン

テ
ナ
周
り
の
筐
体
向
け
へ
透

明
で
電
磁
波
の
透
過
性
を
備

え
る
タ
イ
プ
を
投
入
し
た
。

拡
販
も
順
調
だ
。
高
硬
度
の

低
複
屈
折
グ
レ
ー
ド
や
、
ア

ン
テ
ナ
部
分
に
適
用
で
き
る

Ｌ
Ｄ
Ｓ
（
レ
ー
ザ
ー
ダ
イ
レ

ク
ト
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
）
対
応
グ
レ
ー
ド
も
提
案

し
、
需
要
増
を
取
り
込
ん
で

い
く
。

　
５
Ｇ
へ
の
対
応
で
は
、
低

誘
電
正
接
を
保
持
し
な
が
ら

低
誘
電
率
、
あ
る
い
は
高
誘

電
率
の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
も
提

案
し
て
い
く
。
民
生
用
途
だ

け
で
な
く
、
車
載
用
途
も
含

め
て
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
関
連

の
ア
ン
テ
ナ
周
辺
部
品
や
筐

体
向
け
な
ど
へ
積
極
展
開
し

て
い
く
考
え
だ
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
用
も
高
い
透

過
性
と
拡
散
効
果
を
備
え
た

難
燃
グ
レ
ー
ド
に
よ
り
、
水

銀
灯
代
替
な
ど
の
高
付
加
価

値
照
明
用
途
を
取
り
込
ん
で

い
く
。

　
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
な
ど
の

医
療
用
途
も
得
意
と
す
る
用

途
の
一
つ
。
蒸
気
や
Ｅ
Ｏ
Ｇ

で
の
滅
菌
に
加
え
、
γ
線
や

電
子
線
の
滅
菌
で
も
高
い
透

明
性
を
保
持
す
る
耐
放
射
線

グ
レ
ー
ド
も
保
有
し
、
市
場

で
の
評
価
も
高
い
。

　
環
境
対
応
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
。
使
用
済
み
の
水
ボ
ト
ル

や
光
デ
ィ
ス
ク
な
ど
を
回
収

し
て
蓄
積
し
た
コ
ン
パ
ウ
ン

ド
技
術
に
よ
り
付
加
価
値
を

加
え
、
再
生
材
の
市
場
拡
大

に
つ
な
げ
る
。
現
在
、
中
国

の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
委
託
先
を

中
心
に
大
手
顧
客
と
連
携

し
、
一
部
実
用
化
し
な
が
ら

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど
を
検

討
中
だ
。
将
来
は
国
内
外
の

自
社
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
拠
点
で

も
再
生
材
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
く
考

え
。

　
住
化
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト

は
、
技
術
力
を
背
景
と
し
て

量
的
拡
大
よ
り
も
質
の
向
上

を
追
求
し
、
品
質
や
機
能
で

独
自
性
を
発
揮
で
き
る
製
品

を
積
極
的
に
開
発
、
提
案
す

る
こ
と
に
よ
り
、
Ｐ
Ｃ
の
高

付
加
価
値
市
場
で
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
。
ア

ジ
ア
市
場
へ
も
住
友
化
学
と

緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
日

系
顧
客
向
け
を
中
心
に
市
場

を
広
げ
て
い
く
。

　
同
社
は
住
友
化
学
の
全
額

出
資
子
会
社
（
従
来
は
ト
リ

ン
セ
オ
と
折
半
出
資
）
と
な

っ
た
こ
と
を
受
け
、
17
年
４

月
に
現
社
名
へ
変
更
し
、
ブ

シ
ロ
キ
サ
ン

共
　
重
　
合 

５
Ｇ
基
地
局
向
け
強
化

車
載
分
野
販
促
に
拍
車

光学用


